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１．研究の背景
一昨年度の介護福祉実践における「ホスピタリ
ティ」の応用の可能性において，「ホスピタリティ」
が介護福祉現場で応用できるのかについて検討し
た。その結果，一般的なサービスと福祉サービス
にはサービスという概念自体に異なる点がいくつ
か見られた。しかし，対象者に快適に過ごしても
らいたい。と考え，他者として相手に関心を持つ
といった項目については共通している。「ホスピ
タリティ」を介護分野で応用していくことは可能
であることが明らかになった。
昨年度の介護福祉実践における「ホスピタリティ」
の応用の可能性その 2において，学生の「ホスピ
タリティ」に対する捉え方について検討した。そ
の結果，「ホスピタリティ」を「おもてなし」と
捉えていた。また，「ホスピタリティ」について，
実際にお客様に対しての対応として「笑顔や笑顔
を絶やさずに仕事をする」ことや「目線を合わせ
て話す」そして「気づかい，目配り，心づかい，
配慮」さらに，「優しい，思いやりの心を持つ」
といったカテゴリーが必要な事であると考えてい
た。さらに，本来の「ホスピタリティ」の意味と
して，その場が「安心して満足して過ごせる」と
いうことが大切であり，今後介護福祉士を目指し
ていく中において利用者が過ごす場は安心して充
足された気持ちで過ごせることを大切にしたいと
感じていた事が明らかになった。
研究の展望としては，学生自身「ホスピタリティ」
という概念がオリエンテーションゼミナールで捉
えられた後，介護実践に活かせるよう具体化でき
ているのかは不明であった。介護現場での応用を
考えた際，「ホスピタリティ」という概念を具体
的にとらえるということは，すなわち学生自身の
言葉で説明できるようになることが必要であると
考えた。「ホスピタリティ」には「安全」「心くば
り」「快適さ」の 3つの要素があり，その要素に
ついて視覚的に捉え，言語化することがより「ホ
スピタリティ」を具体化することを可能にする方
策として考えられる。また，介護現場において
「ホスピタリティ」を捉える視点への一助となり
得ると考えられる。
２．ホスピタリティとは
林田 [1]は，「心のこもったおもてなし」と定
義している。また，鎌田 [2]は，「人を大切にす
る心」と定義づけている。さらに，欧米でホスピ
タリティを捉える際には３要素あり，「安全」「心
くばり」「快適さ」 [１]と定義している。
３．キャプション評価法とは
元来，都市景観評価のために 1995年に開発さ
れた手法[４]である。視覚的に調査対象者が自身
の評価を伝えることができる手法である。近年で
は，環境評価など子どもや高齢者など通常，評価
に参加することが難しい世代の人が評価に参加で
きる手法として用いられている。
４．研究の目的と意義
福祉援助学科で行われている，オリエンテーショ
ンゼミナールの中の東京ディズニーリゾート で，


